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地域公共政策コース

､

以下の問1と問2の両方に解答しなさい｡なお､問題ごとに別々の解答用紙を用いること｡

問1

ある農産物価格 pについて､需要関数が qD=-P･20､供給関数が qs-pであるとするO

いま､政府はこの財を均衡価格よりも高い生産者価格 12に設定して生産者から財を購入し､

消費者価格をそれよりも安い8に設定して消費者に販売する｡このとき政府の赤字が発生

するが､それは補助金によってまかなわれるものとする｡ 

(1)市場均衡価格における消費者余剰を求めよ｡ 

(2)赤字補填の補助金額はいくらか｡グラフを用いて説明せよ｡ 

(3)この補助金の交付による経済厚生の損失はいくらになるか｡

問2

同じ財を生産 している 2つの企業 Aと企業 Bの費用関数を
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と仮定する｡ただし､財の価格を 15とする｡ qAは企業 A の生産量で､その費用を CA､ qB

は企業 Bの生産量で､その費用を Cβとする｡ 

(1)外部経済を享受する企業と外部不経済を発生する企業はどちらか｡ 

(2)それぞれの企業にとっての限界費用関数を求めよ｡ 

(3)個々の企業にとっての私的最適解を求めよ｡ 

(4)社会的限界便益と社会的限界費用関数を導出せよ｡ 

(5)上記に基づいてパレー ト解 (社会的最適解)を求めよ｡

以上




